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(57)【要約】
【課題】バイオマス資源を利用した温水ボイラーの熱交
換効率を向上させること。
【解決手段】本発明では、バイオマス資源を燃焼させた
熱で水を加熱して温水を生成する温水ボイラー（１）に
おいて、バイオマス資源を燃焼させる燃焼室（３）に加
熱ダクト（４）を接続するとともに、加熱ダクト（４）
に排気ダクト（６）を連通ダクト（５）を介して接続し
、連通ダクト（５）の下方に集塵室（７）を配設し、集
塵室（７）の上方に加熱ダクト（４）及び連通ダクト（
５）並びに排気ダクト（６）に接する貯水槽（８）を形
成し、貯水槽（８）に水を流入させる流入口（２０）と
温水を流出させる流出口（２１）とを形成することにし
た。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイオマス資源を燃焼させた熱で水を加熱して温水を生成する温水ボイラーにおいて、
　バイオマス資源を燃焼させる燃焼室に加熱ダクトを接続するとともに、加熱ダクトに排
気ダクトを連通ダクトを介して接続し、連通ダクトの下方に集塵室を配設し、集塵室の上
方に加熱ダクト及び連通ダクト並びに排気ダクトに接する貯水槽を形成し、貯水槽に水を
流入させる流入口と温水を流出させる流出口とを形成したことを特徴とする温水ボイラー
。
【請求項２】
　上下に伸延する加熱ダクトの下端部に前後に伸延する連通ダクトの前端部を接続すると
ともに、連通ダクトの後端部に上下に伸延する排気ダクトの下端部を接続して、加熱ダク
ト及び連通ダクト並びに排気ダクトを略Ｕ字状に形成して貯水槽を形成するケーシングの
内部に収容したことを特徴とする請求項１に記載の温水ボイラー。
【請求項３】
　加熱ダクトに外気を吸引するための吸引口を開閉可能に形成し、燃焼させるバイオマス
資源の種類に応じて吸引口を開閉させることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の
温水ボイラー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バイオマス資源を燃焼させた熱で水を加熱して温水を生成する温水ボイラー
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、石油等の化石燃料の枯渇化や燃焼時の炭酸ガスの排出に伴う環境破壊などが問題
視されており、それに伴って、バイオマス資源の有効活用が注目されている。
【０００３】
　そのバイオマス資源の有効活用の一つとして、バイオマス資源を燃焼させることで発生
する熱を用いて水を加熱して温水を生成する温水ボイラーが開発されている（たとえば、
特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２０１５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来のバイオマス資源を利用した温水ボイラーにおいては、バイオマス資源を燃焼させ
ることで発生した熱を利用するため、石油等の化石燃料などに比べると火力が弱く、連続
して高温の温水を生成することが困難であった。
【０００６】
　そのため、バイオマス資源を利用した温水ボイラーでは、熱源と水との熱交換の効率を
向上させて、連続して高温の温水を生成できるようにすることが課題となっていた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで、請求項１に係る本発明では、バイオマス資源を燃焼させた熱で水を加熱して温
水を生成する温水ボイラーにおいて、バイオマス資源を燃焼させる燃焼室に加熱ダクトを
接続するとともに、加熱ダクトに排気ダクトを連通ダクトを介して接続し、連通ダクトの
下方に集塵室を配設し、集塵室の上方に加熱ダクト及び連通ダクト並びに排気ダクトに接
する貯水槽を形成し、貯水槽に水を流入させる流入口と温水を流出させる流出口とを形成
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することにした。
【０００８】
　また、請求項２に係る本発明では、前記請求項１に係る本発明において、上下に伸延す
る加熱ダクトの下端部に前後に伸延する連通ダクトの前端部を接続するとともに、連通ダ
クトの後端部に上下に伸延する排気ダクトの下端部を接続して、加熱ダクト及び連通ダク
ト並びに排気ダクトを略Ｕ字状に形成して貯水槽を形成するケーシングの内部に収容する
ことにした。
【０００９】
　また、請求項３に係る本発明では、前記請求項１又は請求項２に係る本発明において、
加熱ダクトに外気を吸引するための吸引口を開閉可能に形成し、燃焼させるバイオマス資
源の種類に応じて吸引口を開閉させることにした。
【発明の効果】
【００１０】
　そして、本発明では、以下に記載する効果を奏する。
【００１１】
　すなわち、本発明では、バイオマス資源を燃焼させた熱で水を加熱して温水を生成する
温水ボイラーにおいて、バイオマス資源を燃焼させる燃焼室に加熱ダクトを接続するとと
もに、加熱ダクトに排気ダクトを連通ダクトを介して接続し、連通ダクトの下方に集塵室
を配設し、集塵室の上方に加熱ダクト及び連通ダクト並びに排気ダクトに接する貯水槽を
形成し、貯水槽に水を流入させる流入口と温水を流出させる流出口とを形成することにし
ているために、バイオマス資源を燃焼させることで発生した熱で加熱された加熱ダクト及
び連通ダクト並びに排気ダクトで水を加熱することができるとともに、集塵室に集められ
た灰の熱をも利用して水を加熱することができるので、熱交換効率が向上して、連続して
高温の温水を生成することができる。
【００１２】
　特に、上下に伸延する加熱ダクトの下端部に前後に伸延する連通ダクトの前端部を接続
するとともに、連通ダクトの後端部に上下に伸延する排気ダクトの下端部を接続して、加
熱ダクト及び連通ダクト並びに排気ダクトを略Ｕ字状に形成して貯水槽を形成するケーシ
ングの内部に収容することにした場合には、バイオマス資源を利用した温水ボイラーの小
型化を図ることができる。
【００１３】
　また、加熱ダクトに外気を吸引するための吸引口を開閉可能に形成し、燃焼させるバイ
オマス資源の種類に応じて吸引口を開閉させることにした場合には、バイオマス資源の種
類に応じて吸引口を開閉することで燃焼室に流入する空気（酸素）の量を調整することが
でき、燃焼室で様々な種類のバイオマス資源を良好に燃焼させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る温水ボイラーを示す斜視図。
【図２】同左側面断面図。
【図３】同正面断面図。
【図４】同背面断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明に係る温水ボイラーの具体的な構成について図面を参照しながら説明す
る。
【００１６】
　図１～図４に示すように、温水ボイラー１は、中空矩形箱型状のケーシング２の内部に
燃焼室３、加熱ダクト４、連通ダクト５、排気ダクト６、集塵室７、貯水槽８を収容して
いる。
【００１７】
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　ケーシング２は、上面前側部に平面視矩形状の凹部９を形成し、凹部９に燃焼室３を形
成するとともに、前面下端部に上方を開口した矩形箱型状の集塵ケース10を引出し自在に
収容し、集塵ケース10の内側に集塵室７を形成している。
【００１８】
　燃焼室３は、ケーシング２の凹部９の底部に網状（多孔状）の燃焼壁11を取付け、燃焼
壁11の上部に円筒状の隔壁12を取付け、隔壁12の側面下部に複数の通気口13を形成してい
る。なお、通気口13は、凹部９の内側に形成して、横風などの影響を受けないようにして
いる。
【００１９】
　そして、燃焼室３は、隔壁12の上端開口から燃焼壁11の上部にバイオマス資源（木材の
オガクズや端材やそれらを粉砕したものなど）を投入し、バイオマス資源を燃焼壁11の上
部で着火して燃焼させるようにしている。
【００２０】
　加熱ダクト４は、上下に垂直に伸延するとともに下方に向けて漸次縮径した下向き中空
テーパー形状に形成しており、上端部で燃焼室３の燃焼壁11に連通連結している。
【００２１】
　また、加熱ダクト４は、ケーシング２の凹部９の底部に外部と連通連結する吸引口14を
隔壁12の外周部に沿って円周方向に間隔をあけて複数個形成する一方、ケーシング２の凹
部９の底部に円筒状の隔壁12の外周に沿って回転自在な円環状の調整体15を取付け、調整
体15に吸引口14と符合する貫通状の調整孔16を円周方向に間隔をあけて複数個形成してい
る。
【００２２】
　これにより、加熱ダクト４は、調整体15を回転させることによって吸引口14と調整孔16
との貫通面積（開口面積）を変化させながら吸引口14を開閉することができるようになっ
ている。
【００２３】
　連通ダクト５は、前後に水平に伸延する中空矩形箱型形状に形成しており、前端上部に
加熱ダクト４の下端部を連通連結する一方、後端上部に排気ダクト６の下端部を連通連結
している。
【００２４】
　また、連通ダクト５は、下部全面を開放して集塵ケース10の内部に形成した集塵室７の
中央上部に連通連結している。
【００２５】
　排気ダクト６は、上下に垂直に伸延する中空矩形箱型形状に形成しており、下端部に連
通ダクト５の後端上部を連通連結する一方、上端部に排気ファン17を介して排気管18に連
通連結している。
【００２６】
　集塵室７は、ケーシング２の底部に配置した集塵ケース10の内部に中空矩形箱型形状に
形成しており、中央上部で連通ダクト５の下部に連通連結している。
【００２７】
　貯水槽８は、ケーシング２の内側下部に仕切壁19を取付け、仕切壁19の直下方に集塵室
７を配置するとともに仕切壁19の上部に連通ダクト５を介して燃焼室３及び加熱ダクト４
と排気ダクト６とを配置することで、ケーシング２の内部に加熱ダクト４、連通ダクト５
、排気ダクト６、及び集塵室７とそれぞれ接する空間を形成している。
【００２８】
　また、貯水槽８は、ケーシング２の後側上部に水道等の給水源に連結して水を流入させ
るための流入口20を形成するとともに、ケーシング２の前側下部に温水を流出させるため
の流出口21を形成し、さらに、ケーシング２の前側上部に蒸気抜きのための排気口22を形
成している。
【００２９】
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　温水ボイラー１は、以上に説明したように構成しており、燃焼室３でバイオマス資源を
燃焼させることで発生させた熱を利用して貯水槽８の内部の水を加熱して温水を生成する
ようにしている。
【００３０】
　すなわち、温水ボイラー１は、貯水槽８の流入口20から水を貯水槽８の内部に流入させ
、貯水槽８の内部に水を充填させておき、燃焼室３の燃焼壁11の上部に隔壁12の上端開口
からバイオマス資源を投入し、排気ファン17を駆動して外部から燃焼室３に外気を吸引し
た状態で燃焼壁11の上部でバイオマス資源を燃焼させる。
【００３１】
　すると、外気が燃焼室３で温風となって加熱ダクト４・連通ダクト５・排気ダクト６へ
と順に流れ、排気ファン17から排気管18を介して外部へ排出される。
【００３２】
　その際に、燃焼室３でバイオマス資源の燃焼に伴って生成された灰は、加熱ダクト４や
連通ダクト５を通過する途中で自重により集塵室７に集められる。
【００３３】
　温風が通過した加熱ダクト４・連通ダクト５・排気ダクト６はそれぞれ温風によって加
熱され、貯水槽８に貯留した水に接して水を加熱して温水を生成する。
【００３４】
　しかも、上記温水ボイラー１では、集塵室７も貯水槽８の仕切壁19を介して水と接して
おり、集塵室７に集められた灰も熱を持っていることから、集塵室７の灰の熱によっても
貯水槽８の水を加熱することができる。特に、上記温水ボイラー１では、集塵室７がケー
シング２（貯水槽８）の底部に配置しているために、温水ボイラー１を設置した床への熱
伝導を集塵室７で遮断することができる。
【００３５】
　そして、上記温水ボイラー１では、貯水槽８の流入口20から水を流入させるとともに、
流入する水と同量の水を流出口21から流出させると、流入口20から流入した水が貯水槽８
の内部で温水となって流出口21から流出する。
【００３６】
　なお、上記温水ボイラー１では、燃焼室３で燃焼させるバイオマス資源の種類（サイズ
、密度など）に応じて加熱ダクト４の吸引口14を開閉するようにしている。たとえば、燃
焼室３で燃焼させるバイオマス資源がオガクズや木粉などのようにサイズが小さく密度が
高い場合には、燃焼壁11の上部に積載したバイオマス資源を通過する空気（酸素）の流動
抵抗が大きく、排気ファン17による吸気だけで燃焼室３に燃焼に必要な空気（酸素）を吸
気できるため、加熱ダクト４の調整体15を回転させて吸引口14と調整孔16との貫通面積を
小さくしたり或いは閉じた状態としたほうが燃焼室３で良好に燃焼させることができ、一
方、燃焼室３で燃焼させるバイオマス資源が端材やチップなどのようにサイズが大きく密
度が低い場合には、燃焼壁11の上部に積載したバイオマス資源を通過する空気（酸素）の
流動抵抗が小さすぎて、排気ファン17による吸気では燃焼室３に燃焼に必要な量よりも多
量の空気（酸素）が吸気されてしまうため、加熱ダクト４の調整体15を回転させて吸引口
14と調整孔16との貫通面積を大きく或いは開いた状態として、燃焼室３を通過する空気（
酸素）の量を減らしたほうが燃焼室３で良好に燃焼させることができる。
【００３７】
　以上に説明したように、上記温水ボイラー１は、バイオマス資源を燃焼させる燃焼室３
に加熱ダクト４を接続するとともに、加熱ダクト４に排気ダクト６を連通ダクト５を介し
て接続し、連通ダクト５の下方に集塵室７を配設し、集塵室７の上方に加熱ダクト４及び
連通ダクト５並びに排気ダクト６に接する貯水槽８を形成し、貯水槽８に水を流入させる
流入口20と温水を流出させる流出口21とを形成した構成となっている。
【００３８】
　そのため、上記構成の温水ボイラー１では、バイオマス資源を燃焼させることで発生し
た熱で加熱された加熱ダクト４及び連通ダクト５並びに排気ダクト６で水を加熱すること
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ので、熱交換効率が向上して、連続して高温の温水を生成することができる。
【００３９】
　しかも、上記温水ボイラー１は、上下に伸延する加熱ダクト４の下端部に前後に伸延す
る連通ダクト５の前端部を接続するとともに、連通ダクト５の後端部に上下に伸延する排
気ダクト６の下端部を接続して、加熱ダクト４及び連通ダクト５並びに排気ダクト６を略
Ｕ字状に形成して貯水槽８を形成するケーシング２の内部に収容した構成となっている。
【００４０】
　そのため、上記構成の温水ボイラー１では、バイオマス資源を利用した温水ボイラー１
の小型化を図ることができる。
【００４１】
　さらに、上記温水ボイラー１は、加熱ダクト４に外気を吸引するための吸引口14を開閉
可能に形成し、燃焼させるバイオマス資源の種類に応じて吸引口14を開閉させる構成とな
っている。
【００４２】
　そのため、上記構成の温水ボイラー１では、バイオマス資源のサイズに応じて吸引口14
を開閉することで燃焼室３に流入する空気（酸素）の量を調整することができ、燃焼室３
で様々な種類のバイオマス資源を良好に燃焼させることができる。
【符号の説明】
【００４３】
　１　温水ボイラー　　　　　　　　　　　　２　ケーシング
　３　燃焼室　　　　　　　　　　　　　　　４　加熱ダクト
　５　連通ダクト　　　　　　　　　　　　　６　排気ダクト
　７　集塵室　　　　　　　　　　　　　　　８　貯水槽
　９　凹部　　　　　　　　　　　　　　　　10　集塵ケース
　11　燃焼壁　　　　　　　　　　　　　　　12　隔壁
　13　通気口　　　　　　　　　　　　　　　14　吸引口
　15　調整体　　　　　　　　　　　　　　　16　調整孔
　17　排気ファン　　　　　　　　　　　　　18　排気管
　19　仕切壁　　　　　　　　　　　　　　　20　流入口
　21　流出口　　　　　　　　　　　　　　　22　排気口



(7) JP 2012-107773 A 2012.6.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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